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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。

最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、皆様のお役に立つため、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

【 第２４回フランチャイズ・ショー２００８ 】

今年も日本経済新聞社主催（社団法人日本フランチャイズチェーン協会特別協力）
の「フランチャイズ・ショー２００８」（ＦＣショー）が３月１１日（火）から１３
日（木）の３日間、東京ビックサイトで開催されます。

今年で２４回目を迎える歴史あるイベントで、今回も約１６０社の企業が出展し、
来場者も毎年約３万人にのぼります。フランチャイズ本部の出展は１１０社ですが、
新しい顔ぶれの企業も幾つか見受けられるようです。今年は昨年まで同時に開催され
ていた「JAPAN SHOP」「建築・建材店」「RETAIL TECH JAPAN」と切り離されて単独



開催となるとのことで、昨年の来場数を下回る可能性は高そうですが、いずれにして
もフランチャイズの一大イベントであることには変わりありません。逆に参画意欲の
高い来場者が増えることは、各出店企業にとってもよいことだと思います。

さて、期間中に来場する加盟希望者にしても、出店企業全てを回って情報を得るこ
とは至難の技ですから、少しでも効率良く動けるように事前にホームページ等で調べ
たり、質問する内容についても予め詳細に検討してくる人も多いはずですから、各フ
ランチャイズ本部としてもきちんと対応できる準備をしておく必要があります。

たとえば、ホームページに載せている出展企業情報において、「法定開示書面がな
い」というようなフランチャイズ本部として最低限具備すべき内容がクリアされてい
ないようでは、その企業のフランチャイズ・ビジネスへの取り組み姿勢を疑われてし
まいます。

特にフランチャイズ本部としての経営理念やビジョンをはじめ、ビジネス・パッケ
ージやフランチャイズ・パッケージ等については具体的な話を聞いてくることも多い
ので、明確に答えられるようにしておくことが重要です。

「フランチャイズ・ショー」では、弊研究所所長内川昭比古が例年基調講演を行っ
ております。本年度も３月１２日の１０時から「フランチャイズ本部構築セミナー～
基礎知識から成功のポイントまで」のタイトルでフランチャイズ本部・新規ビジネス
立ち上げのためのセミナーを行います。この本部構築成功セミナーでは、最新の業界
動向や将来展望、成功している企業の実例を踏まえ、フランチャイズ・ビジネスの基
礎知識からフランチャイズ本部構築の手順とその内容などについてわかりやすくパワ
フルに伝授しておりますので、今回フランチャイズ・ショーに出展なされない企業の
皆様も今後の出展に備え、また既にフランチャイズ本部機能を構築なされている本部
の皆様にとっても多いにご参考になると思いますので、是非ご参加頂ければ幸いです。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 １１ 回 -----
【 マリナ・デル・レイ（MARINA DEL REY）<1> 】

----------------------------------------------------------------------------

「マリナ・デル・レイ」は、「ロサンゼルス國際空港」と「サンタモニカ」の中間
に位置していて、世界最大の規模を誇るヨットハーバーです。スペイン語で「王様の
海」という意味で、1945 年以来、市当局がバックアップして地域開発を行い、ウエス
トコースト最大のリゾート地に発展させました。

ヨットハーバーの収容数は 8 千～１万艘といわれる大規模なものです。マリーンブ
ルーの海に浮かぶ白いヨット、林立する無数のマスト、その景観はまさに壮観そのも
のです。ヨットマンならずとも、思わず息をのむ美しさです。

整備された道路には緑豊かな並木がつづき、もともとリゾート地だけあって、街並
みも洗練された雰囲気に充ちています。人々のファッションもハイセンスで、しかも
遊び心がたっぷりです。また１年を通じて船遊びができるので、ここカリフォルニア
は人々のヨットに対する打ち込みようはものすごく、ヨットに電気や水道をひいてこ



こに居住する人もいるくらいです。

「マリナ・デル・レイ」周辺は、リゾート地の性格そのままに数多くのコンドミニ
アム、ホテル、レストランがあり、快適空間を提供しています。特に、この地域を象
徴するような素晴らしいレストランが多く、洗練されたムードとファッショナブルで、
しかも落ち着いたセンスの店ばかりが揃っています。それにすがすがしい潮の香りが
料理を一層引き立てるというオマケつきです。

「マリナ・デル・レイ」の東側に位置しているのが「フイッシャーマン・ビレッジ
」です。ヨットハーバー側は、太平洋に出入りするヨットの景観は素晴らしく、眺め
ているだけでもリッチな気分にひたれます。

ホテルも数多くありますが、何といっても、「リッツ・カールトン・マリナ・デル
・レイ（THE RITZ－CARITON MARINA DEL LAY）」が NO.1 で、「マリナ・デル・レ
イ」の湾の奥に建ち、海側の部屋からは太平洋が一望できます。レンタサイクルがあ
るので、周辺のサイクリングは最高です。また「マリナ・デル・レイ・マリオット
（MARINA DEL LAY MARRIOTT）」もいい立地に位置しているのでおすすめです。

ここでは、レストランが集中しているので、食事をすることをおすすめする。車を
走らせてみて、自分の気にいった外観の店を選ぶと良いでしょう。

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 １３ 回 -----

「アメリカのフランチャイズ発展史」は、1960 年代まで概観しましたが、本格的な
アメリカのフランチャイズ・ビジネス時代を迎えたのは、1945 年に「ケンタッキー・
フライド・チキン（KFC）」と「マクドナルド」が創業したのが始まりで、時代の変
化に対応して永年業界のトップを走り続けている企業の成功の秘密は、この両者の歴
史を省みることが、「フランチャイズ・ビジネス」を展開する方々に一番参考になり
ます。

［ケンタッキー・フライド・チキン］（１）

（１）創業者：カーネル・ハーランド・サンダース

創業者であるカーネル・ハーランド・サンダースは、アメリカの大統領より有名で、
「リンカーン以来、アメリカで最も有名な人」と書かれたことさえあります。その顔
は、アメリカ特許商標庁の「トレード・マーク登録番号 810835」として登録され、ア
メリカだけでなく、世界中で「KFC」の看板、カーネルの人形、パッケージ、テレビ・
コマーシャルからお客様に笑いかけています。



現在、「KFC」の本部のあるケンタッキー州ルイビルを訪れる旅行者が必ず手にす
る「Welcome to great Lousville」には、「ケンタッキーの父／カーネル・サン
ダース」と紹介されているほどです。本部は白亜のコロニアル様式の建物で、この中
にはカーネル・サンダース記念館があり、カーネルを偲ばせる遺品の数々が展示され
ています。

遺品としては、初期の TV コマーシャル、いまは茶色に変色した創業期の紙製パッケ
ージ、カーネル考案の手作り文字盤の調理用時計、フライド・チキンをファーストフ
ード産業まで普及させることになった当時の圧力釜などが展示されています。片隅に
は、カーネルのドキュメンタリー・ビデオが常時上映されています。

観光バスで、この記念館を訪れる見学者たちは、真剣に食い入るように展示品をの
ぞき込み、ビデオ「ある偉人の肖像」を見て感心しています。まるで、聖地を詣でる
信徒のようです。このようにカーネルは、アメリカ人をひきつけてやまない何かがあ
り、「もてなしの心」の原点を見ることができると言われています。

カーネルは、1980 年９月９日に、ルイビルとオハイオ川を一つ隔てたインデアナ州
の町、ヘンリービルに生まれました。その頃のカーネルの家は、困窮のどん底でした。
父親はカーネルが６歳になったときに死亡していて、母親は外に出て働かねばならな
りませんでした。母親は隣近所の縫い物の手伝いをしたり、農産加工工場で日雇いを
したりし、農家の手伝いなどをして、カーネルを頭に３人の子供を含めた一家の生計
が彼女の細腕にかかっていたのです。

母親は仕事にでかける前、必ず６歳になったばかりのカーネル少年に弟や妹たちへ
の食事のコツを教えていきました。したがいまして、後に「味の神様」といわれるよ
うになったカーネルは、この頃から必要に迫られて調理を覚えなければならないとい
う宿命を背負っていました。カーネルが７歳になったときには、すでにパンの焼き方
をはじめ肉料理や野菜料理について見事な腕前を発揮していたといわれていました。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 競 業 避 止 義 務 」

----------------------------------------------------------------------------

加盟者（ジー）が本部（ザー）の営業と同一、または類似の営業行為を行うことを禁
止すること。フランチャイズ契約に定めがある場合、加盟店は契約期間中はもちろん、
契約終了後の一定期間、特に定められた地域・業種・期間において競業避止義務を負
う。本部が開発したノウハウや知的所有権を守るためのものであるが、競業避止の範
囲は合意的なものでなければならず、加盟店や加盟店であった者の営業の自由や職業
選択の自由を不当に制限することはできない。



● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．第 24 回フランチャイズ・ショー2008
「フランチャイズ本部構築成功セミナー」
～ 基礎知識から成功のポイントまで ～

日 時 3 月 12 日 水曜日 10 時 00 分 ～ 13 時 00 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 東京ビッグサイト会議棟 1Ｆ

セミナー内容 フランチャイズビジネスは参入が容易で、成功の可能性が高いビジ
ネスですが、実際に成功するには基礎知識が欠かせません。そこで、
新たにフランチャイズ本部構築をめざす方や既に本部を立ち上げた
ものの問題をお持ちの方、更には本部機能強化を考えられている方
に対してフランチャイズ本部構築の基礎知識をお伝えします。最新
の業界動向や将来展望、成功している企業の実例を踏まえ、フラン
チャイズビジネスの基礎知識からフランチャイズ本部構築の手順と
その内容などについて、フランチャイズビジネスの第一人者が成功
への秘訣をわかりやすくパワフルに伝授します。ご期待ください。

参 加 費 10,000 円

お問合せ先 日本経済新聞社
http://www.shopbiz.jp/contents/FC/11_093.phtml

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 3 月 20 日 木曜日（祭日） 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室



セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ・チェーン本部機能の作り方セミナー」

日 時 3 月 21 日 金曜日 13 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・チェ
ーン本部構築の基礎知識から、構築の手順、事業計画の策定概要ま
で、フランチャイズ・チェーン本部構築の基本を講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

4．「フランチャイズ・ビジネス参入のためのセミナー」

日 時 4 月 10 日 木曜日 13 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・ビジネスに参入を検討されている方、フランチャ
イズ本部構築をお考えの方に、フランチャイズ・ビジネスの基礎知
識から、参入の手順、本部構築のポイントまで、フランチャイズ･
ビジネスの基本を講義いたします。

参 加 費 24,000 円



お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

３月となりました。春です。「冬」の寒さはピークを過ぎ、三寒四温で始まる「春
」が体感できる時期となりました。植物も動物も新たに動き出す、動き始める時期で
す。

３月は区切り目の季節です。２月決算の企業は新年度を迎えますし、３月決算の企
業は最後の決算月となり新年度を見据えた動きが活発となります。１２月決算の企業
は第一四半期が終了する月となります。いづれの企業も、新たな一歩が始まります。

ビジネスの世界では定期人事異動の季節でもあります。栄転があり左遷があり、新
入社員の配属ありと、笑顔に涙に悲喜こもごもです。「年年歳歳花相似たり、歳歳年
年人同じからず」誰かが去って歴史となり、代わって新たな戦力が加わり、そうして
企業は永続し発展していきます。

とはいえ、退職や移動される方々の、長年蓄積してきた経験･知恵がきちんと引き
継がれていますか。知識は体系的に残しやすく共有しやすいものですが、経験や知恵
は個人ごとにコツコツと積み上げてきたものですので、ついつい見落とされがちです。
物事は、間違いを、エラーを、失敗を積み上げてこそ成功があります。その失敗が知
恵と経験となり、会社の重要な資産となります。

新たに何かが動き出す、何かが始まる季節です。われわれビジネスマンも小さな一
歩を踏み出してみませんか。小さな失敗は大きな成功の源でもあります。まずは動い
てみる。きっと何かが変わり、新たな発見があるはずです。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp
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